佐倉市立美術館　１階ロビー
ミュージアムショップ
運営事業者募集要項
令和４年１月
佐倉市立美術館　　

	佐倉市立美術館1階ロビーミュージアムショップ運営事業者の募集について


◆主　　旨◆　
佐倉市立美術館は、平成6年11月に開館しました。オープン以来、多くの市民の皆さんにご利用いただいております。
美術館と協力しながら、美術館の使命に沿った運営を行い、気軽に利用でき親しみやすい美術館づくりに繋がるサービスを提供できる物品販売などのショップを出店していただける方を募集します。
※参考

【佐倉市立美術館の使命】
佐倉市立美術館は、公共機関として郷土ゆかりの美術資料を中心に調査研究を行い、収集、保管を図るとともに、その成果を展覧会などで提示することにより、市民の美術に関する知識及び教養の向上を図り、芸術文化の振興に寄与します。

1.佐倉の歴史と文化から生まれ、育まれた「佐倉ゆかり」の作家、作品を重視し、それらを後世に継承するとともに、新たな知見と価値を見出し、美術における「佐倉学」を展開します。

2.学校との連携を図り、美術資料から得た情報を活用して、子どもたちに美術と出会う場を提供し、新しい時代を生きるための感性や創造力を育てます。

3.市民の創作活動に対し、発表の場を提供し、その振興を図ります。また、ボランティアなどを通して市民の参加を促進し、協働して、美術を愛する人材を育てます。

4.佐倉を訪れる人々に観光の拠点として、憩いの場を提供し、佐倉の魅力を発信して、地域振興を図ります。
１．佐倉市立美術館施設概要

1 所 在 地　佐倉市新町210番地

2 敷地面積　2315.46㎡

3 施設概要　平成6年建設、SRC造　地上5階建て　延床面積　5137.42㎡
4 管理運営主体　佐倉市
5 休館日　月曜日（ただし、祝日の場合翌日）、年末年始（12月28日～1月4日）
6 観覧料　無料。ただし、特別展は有料。
7 年間入館者見込み数　約67,000人程度(1日平均240人)（新型コロナウイルス感染拡大前の実績によります。）
２．募集内容

1 募集業種　
　ミュージアムショップ
2 入 居 日　
　令和4年4月中旬から令和5年3月31日(4月中旬から準備可。準備完
　　　　　　　了次第営業開始可能。）
3 使用期間　　　令和4年4月中旬～令和5年3月31日（継続あり)
　　　　　　　　　　※使用許可の開始日については、協議により決定

　　　　　　　　　　※毎年度許可申請に基づく使用許可が必要。
4 施設使用形態　本件店舗として使用する部分について、地方自治法（昭和22年法律第
　　67号）第238条の4第7項の規定に基づき行政財産に準じた教育財産
の目的外使用許可（以下「使用許可」という）を受けて使用する。
※借地借家法の適用はないものとする。

5  使用範囲　　　1階受付横のフロア12.49㎡
6  使用料　　　　月額45,086円（12.49㎡）※前払いとする。
7  営業可能時間　10：00～18：00（9：30～18：15まで使用可能。開館時間の範囲内で営
業し、変更等が生じる際は美術館と協議すること）
8  営業品目　  　当館図録・オリジナルグッズ　その他
9  光熱水費等　  負担なし。
10 備　   品
　現在設置のショップ陳列ケースについては無償貸与とする。ただし、
破損した場合は、出店者が自己負担にて修理すること。修理不能で廃
棄を希望する場合、美術館と協議の上、市が廃棄する。無償貸与する
備品の他に営業に必要な物については、出店者が用意する。（備品の内
容・配置等については美術館と協議すること）
11 そ　の　他  　詳細については「５．運営に関する条件」に記載
３．スケジュール
本事業のスケジュールは以下のとおり。なお、下記スケジュールは予定であり、変更する場合には関係者へ事前に連絡するものとします。
	No
	項　目
	日程、期限又は期間

	1
	募集要項公表
	令和4年1月15日（土）

	2
	現地説明会　P6参照[必須条件]
	令和4年2月14日（月)
（参加期限　令和4年2月10日（木）18時）

	3
	質問書受付締切り
	令和4年2月15日（火）17時30分必着

	4
	質問書回答期限
	令和4年2月21日（月）

	5
	申込期間
	令和4年2月15日（火）～3月 1日（火）17時30分(必着)

	6
	書類審査
	令和4年3月上旬

	7
	提案プレゼンテーション等
	令和4年3月上旬

	8
	出店候補者・次点候補者の決定、通知
	令和4年3月中旬

	9
	教育財産使用許可に向けた協議開始
	令和4年3月中旬

	10
	教育財産使用許可[要申請手続き]
	令和4年4月

	11
	営業準備（内装工事含む）
	令和4年4月中旬以降

	12
	営業開始
	令和4年4月中旬以降


４.　応募資格
応募者は、以下の条件をすべて満たすこととします。
(1) 募集要項に係る「現地説明会」（P6参照）参加すること。

（2）その製造や販売に必要な各種諸法令に基づく全ての許可及び免許を有する者又は許
可を得ることが確かな者。
(3)欠格要件に該当しないこと。
①次の事項に該当しない者であること。
・国税及び地方税を滞納している者。
・成年後見人及び被保佐人並びに破産者で復権を得ない者。
・過去の営業において、法令に違反し、罰則等を受けたことがある者。
・会社更生法(昭和27年法律第172号)に基づく更生手続き開始の申し立てをしている者または申し立てをされている者。
・民事再生法(昭和11年法律第225号)に基づく再生手続き開始の申し立てをしている者または申し立てをされている者。
・暴力団による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第2条第2項に規定する暴力団又は暴力的集団の構成員(以下「暴力団員」という)である者。
・佐倉市暴力団排除条例（平成23年佐倉市条例第26号）第9条に規定する、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者。
②営業内容が次の事項に該当しないこと。
・公の秩序または善良の風俗に反するもの。
・公衆に危険を及ぼすもの。
・施設内及びその周辺の景観を損ねるもの。
・その他管理上、美術館がテナント営業内容を不適当と認めたもの。
５．運営に関する条件
（１）基本方針

佐倉市立美術館における物品販売のショップの主旨を理解し、事業の目的、趣旨に沿った運営とすること。

（２）運営体制

運営に当たっては、事業の継続性、経営の健全性に配慮した収支計画とすること。

また、佐倉市立美術館の使命に沿った運営に伴い、美術館が利用者に対して提供するサービスの一環として行うものであることから情報発信等、独自の工夫で館全体のイメージアップに協力すること。また、館内事業やイベント等、美術館と連携を図り、営業が円滑かつ安全に遂行されるように留意すること。なお、美術館HPに物品販売のショップのHPをリンクすること。
（３）使用料
　　使用料については、前払いとする。なお、一度納付した使用料は、原則還付しないものとする。
（４）営業日・営業時間

営業日及び営業時間については、開館時間内で提案すること。ただし、佐倉市主催の展覧会開催期間中の臨時休館については、原則認めないものとする。
なお、営業日、臨時休館及び営業時間は、美術館と出店者との協議により変更する場合がある。

営業開始日は、美術館と協議し決定した日から開始すること。
（５）営業品目
　　受託販売する当館図録及びオリジナルグッズについては、売上金額の２０％を市から
手数料として支払うものとする。手数料の支払いにあたっては、毎月月末を締め日とし、
市に請求を行うものとする。
　　また、出店者は美術館で開催している展覧会にあわせ、受託販売する図録等の見本を
来館者が直接視認できる場所に陳列する等販売促進に努めること。
　物品販売にあたっては、「法律、法令、条例等に違反するもの」、「公序良俗に反するもの」、「特定の作家の作品」、「美術館１階の自動販売機で販売している飲料」、「生鮮食料品」、「臭い等がきついもの」、「カビ等が生えたもの」は販売してはならない。
　なお、販売等について疑義が生じた場合は、美術館と出店者で協議するものとする。
（６）問い合わせ及び緊急連絡先
物品販売のショップへの直通の外線電話はありません。物品販売のショップの仕入れ業者等取引先とは直接連絡を取れる手段を講じること。また、物品販売のショップへの問い合わせ及び苦情については、経営者の責任において対応するとともに、館の運営に支障が生じる可能性がある場合は速やかに美術館に報告すること。なお、経営者不在時における緊急時等の連絡先をあらかじめ美術館に報告すること。
　　

（７）営業許可等の申請

営業開始までに出店や営業に必要な各種法令等に基づく許認可等を取得すること。なお、手続きは出店者が自己の負担と責任で行うこと。

（８）廃棄物の搬出

店舗の運営により発生する廃棄物については、廃棄物の処理及び清掃に関する法律その他関係法令を遵守し、出店者の責任において処理すること。

（９）店舗内の清掃等

店舗内及び店舗周辺を清潔に保つこと。
また、美術館敷地内は、全面禁煙です。
店舗の新型コロナウイルス等の感染症防止対策にかかる費用は出店者の負担とする。

（１０）張り紙、看板等の表示・掲出

通路上等の共用部に看板や案内等を設置する場合は、美術館と事前に協議して承認を得ること。なお、管理は出店者が行うこと。
（１１）営業報告

出店者は、年度終了後速やかに前年度の売上額や利用者数など、別途美術館と協議した項目について、事業報告書を作成し提出すること。

この定期報告以外にも、美術館が収支等の報告を求めた場合には、出店者はその求めに応じるものとする。

　※「年度」とは、4月1日から翌年3月31日までを指す。

（１２）改修及び修繕等

出店者は、営業開始後に改装工事、設備の修繕等を行うとき、又は使用計画を変更しようとするときは、事前に美術館の承認を得ること。なお、費用は出店者の負担とする。

（１３）目的外使用及び転貸・再委託等の禁止 

許可する教育財産について、指定された用途又は目的以外に使用することは禁止する。また、契約に基づく権利の一部又は全部を他の者に転貸し、譲渡し、担保に供し、又は営業を委託することは禁止とする。

（１４）原状回復義務 

教育財産の使用許可の期間が終了したとき又は使用許可が取り消されたときは、出店者は貸付を受けた物件を自己の負担で原状回復し、美術館が指定する期日までに引き渡さなければならない。ただし、美術館が特に承諾したときは、この限りではない。 

期日までに原状回復の義務を履行しないときは、市が原状回復のための処置を行い、その費用の支払いを出店者に請求できるものする。この場合、出店者は市に対し、何ら異議を申し立てることができない。

（１５）損害賠償 

出店者が、貸付物件の使用に当たり美術館又は第三者に損害を与えた場合は、速やかに美術館に報告するとともに、全て自己の責任においてその損害を賠償すること。

また、出店者がその責めに帰する理由により、許可物件の一部又は全部を滅失又は損傷したときは、当該滅失又は損傷による損害額を市に支払うものとする。ただし、出店者が自己の負担で許可物件を原状に回復した場合は、この限りではない。

（１６）有益費等の請求権の放棄

出店者は、許可物件に投じた有益費及び修繕費その他の費用があっても、これを市に請求できない。

（１７）その他運営に関する条件

ア）運営にあたっては、施設利用者に支障のないよう配慮すること。

イ）従業員が通勤等のため美術館敷地内への駐車は不可とする。民間駐車場等を利用すること。

ウ）商品等の搬入時間・経路については、施設利用者に影響のないよう配慮し、美術館と協議した方法によること。

エ）店舗に係る防災対策は、出店者が行い、火災時には美術館の防火管理者の指示に従うこと。

オ）設備点検や防災訓練や施設の改修等、運営上必要な事項に対する要請が美術館からあった場合は、全面的に協力すること。

カ）教育財産使用許可の終了または使用許可の取り消しにより退去する際には、次の出店者への引継ぎに協力すること。

キ）その他本物件の使用については、関係法令、千葉県条例及び佐倉市条例等を遵守すること。

ク）その他運営に際し疑義が生じた場合には、美術館と協議すること。

６．事業への参加申し込み等
（１）現地説明会<必須条件>
募集の説明会については開催いたしませんが申し込みをいただいた方に説明会を開催します。説明会に参加することが申し込みの条件となります。令和４年２月１０日(木)１８時までに申し込みをしてください。説明会への参加人員は、１件の応募につき３人以内とします。
申込み方法 　ファックスか電子メールで佐倉市立美術館へ

名称（氏名）　②所在地（住所）　③担当者名　④担当者の役職　⑤連絡先を書いて送付のこと。　※様式は任意
（２）参加資格
本事業のプレゼンテーションに参加する者は、公告日から出店候補者決定の日までの間において、「４．応募資格」の要件の全てを満たすものとし、複数の事業者による共同提案はできないものとします。また、同一の法人、団体又は代表者が重複して複数の参加申込みを行った場合、その者の提案は無効とします。
（３）参加申込み
本事業への参加希望者は、以下に示す書類を提出し、参加申込みを行うものとします。提出書類の規格は証明書及び店舗レイアウト図を除き、原則としてＡ４版（両面印刷）とします。また、パンフレット等の資料を添付する場合は、必要最小限とした上で各８部提出してください。

ア）提出書類及び部数

	提出書類
	内容
	部数
	備考

	1 
	参加申込書
	様式２
	1部
	

	2 
	誓約書
	様式３
	1部
	

	3 
	会社(業務)

概要書
	様式４
	1部
	

	4 
	登記事項証明書
	履歴事項全部証明書
	1部
	法人

	5 
	身分証明書
	本籍地市区町村が証明する身分証明書
	1部
	個人

	6 
	印鑑証明書
	
	1部
	

	7 
	納税証明書

（令和３年分）
	「法人税」及び「消費税及び地方消費税」、

（佐倉市内に本社又は営業所がある法人の場合）「法人市民税」の納税証明書
	1部
	法人

	
	
	「申告所得税」及び「消費税及び地方消費税」、

（佐倉市民の場合）住民税の納税証明書
	1部
	個人

	8 
	財務諸表類
	直近2か年分の貸借対照表、損益計算書の写し（個人の場合は上記に相当する書類）
	1部
	

	9 
	資格・免許等
	営業内容に資格・免許等が必要とされる場合には、その資格・免許等の写し
	1部
	

	10 
	企画提案書
	様式５
	正1部
写8部
	

	11 
	店舗レイアウト図
	教育財産使用許可を申請するエリア、面積及び設備、什器、ゴミ箱等の設置箇所及び名称を記載した平面図をＡ３規格で作成し、店舗の全体像がわかるようにすること。
	9部
	


※証明書は提出日前3か月以内に発行されたものに限る。

イ）提出期限
令和4年3月1日（火）　 17時30分まで（必着）
ウ）提出方法
事前に電話確認の上、佐倉市立美術館に持参又は郵送してください。電子メールでの提出は不可とします。
　※郵送の場合は当日消印有効とします。

※提出可能日時は、開館日の10時から17時30分までとします。
（４）提案のための費用負担
本業務企画提案に要する費用は、全て提案者の負担とします。

（５）美術館からの疑義照会
提出のあった企画提案書等の内容について、審査の過程で疑義が生じた場合は、後日、必要に応じて美術館から疑義事項の照会を行うことがありますのでご了承ください。

（６）企画提案書の取扱い
ア）提出された企画提案書等の著作権は、提案者に帰属するものとします。
イ）企画提案書等提出後における当該企画提案書等の内容の追加又は変更は原則として認めません。ただし、美術館からの疑義照会の過程で、美術館から提供された資料の意味するところを提案者が誤認していたことが明らかとなった場合には、例外として企画提案書等に記載された内容の追加及び変更を認める場合があります。
ウ）提出された企画提案書等は、一切返却しません。
エ）提出された企画提案書等は、審査等の過程において複製する場合があります。
オ）提出された企画提案書等は、提案者の営業上の秘密に該当する部分が含まれている可能性があることから、原則として公開しないものとしますが、佐倉市情報公開条例の規定に基づき、開示請求者に開示することが考えられます。企業秘密等、公開されることにより事業者が不利益を被るおそれのある情報については、極力含まないよう留意し、当該情報が含まれている場合には、マル秘マークを付加する等、適切な措置を講じることとします。
７． 質問及び回答
（１）質問書の提出
質問は、様式１「質問書」により提出することとします。
ア）提出期限
令和4年2月15日（火）　  17時30分　必着
イ）提出方法
ファックスまたは電子メールで佐倉市立美術館へ提出してください。件名の先頭には、【佐倉市立美術館出店者募集質問書】を付加してください。
ファックス、電子メール送信後は、事務局に電話による確認連絡を行ってください。

（２）質問書に対する回答
質問書に対する回答は、令和4年2月21日（月）までに電子メールにて行います。　　　　　

８． 審査方法
庁内に設置する選定委員会において、提案内容について総合的に審査します。
（１）書類審査
提出された企画提案書等について、選定委員会により、評価基準に基づく書類審査を行います。（令和4年3月上旬審査予定）。
（２）提案プレゼンテーション及びヒアリング
必要に応じて、提案内容等に関するプレゼンテーション及びヒアリング（以下「プレゼンテーション等」といいます。）を行います。

書類審査のみでは評価が難しいと判断される提案者に対して行うものとしますが、応募者が多数の場合は、選定委員会においてプレゼンテーション等の参加者を選出できるものとします。
なお、プレゼンテーション等において、企画提案書等の内容と著しく異なる事実が判明した場合は、失格又は減点することがあります。

詳細は参加対象者に別途通知します。

【提案プレゼンテーション実施概要】

	日時
	令和4年3月上旬

	場所
	佐倉市立美術館（美術館指定場所）

	人数
	3名以内

	プレゼンテーション時間
	提案者からの説明：20分以内

選定委員からの質疑：30分以内

	その他
	プロジェクター及びスクリーンは美術館が準備します。

その他、必要な機器は提案者が準備してください。


（３）評価方法
選定委員会において、企画提案書等とプレゼンテーション等の内容から経営の継続性、集客力、利用者及び周辺住民のアメニティの向上の度合い等を総合的に判断し、出店候補者及び次点候補者を選定します。

（４）審査結果
審査結果については、令和4年3月中旬に、結果の如何にかかわらず書面にて通知するものとします。

なお、選定されなかった者は、選定されなかった理由の説明を求めることができます。説明を求めるときは、通知を受けた日の翌日から起算して7日以内に書面（様式自由）により請求してください。
審査の経緯及び審査内容に関しての問い合わせには応じません。また、審査結果に対する異議申立ては受け付けないものとします。
９．出店手続き等
（１）詳細協議

　提出された提案書、提案プレゼンテーションの内容に基づき、美術館と出店候補者とで出店内容の協議を行います。

　
（２）教育財産使用許可申請書の提出
美術館と出店候補者との協議により合意した内容に基づき、出店候補者は教育財産使用許可申請書を美術館に提出し、美術館は教育財産使用許可書を通知します。

使用料は前払いすることとします。
（３）出店候補者との協議が決裂した場合の措置

美術館と出店候補者との協議において合意に至らなかった場合又は出店候補者が失格となった場合には、次点候補者を出店候補者に繰り上げ、協議を行うものとします。

（４）出店候補者の辞退

出店候補者に選定された者が、協議又は契約を辞退する場合は、辞退届（様式６）により早急に手続きを取ることとします。

（５）その他

その他の諸条件については、本実施要項によるもののほか、美術館と出店者との協議において定めることとします。
問い合わせ：佐倉市立美術館
佐倉市新町210
電話：043-485-7851、ファックス：043-485-9892
電子メール：muse@city.sakura.lg.jp
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